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lCll バイオベンチャ 一の日本的経営の 可青毛，性について : 
水飴製造企業からバイオ 企業に転換した 林原生物化学研究所の 事例を基に 

0 藤原孝男 ( 豊橋技術科学大 ) 

  

3@@/<@  @@@@-cr@QXS-i.                               ラ ホヤ、 あ るいは ポ " ト " などにも 住 する大学 窮 " タートアップで、 ベンチャーキャ。 タ ""' 支 技を受け、 梼 先公 
開 で多額 嚇発 資金を調達できるよ う に．如何に研究成果の 自己 PR をする力斗 こ苦帝 する企業というイメージが 強 Ⅳ、 その結果、 米国のバイオ・クラスターをモデ ノ Ⅱこ 

した日米のバイオベンチャー 支援 弓 鯨の基本哲学は、 加 織資本主義を 墓 礎 にしているように   紺コ れる。 
しかし、 現実のバイオベンチャ @0 日米間に基本邸Ⅰ 棺違 まないのであ ろう ヵ、 例えば、 ㈱林原勧化 獅で f 丸なぜ、 所在地がシリコンバレ 中東京 - ひまなく岡山 

                                              、 。 "" 甜 。 。 、 利接 "" 。 。 " 別 。 。 "" 礫 。 "" 。 """" 。 " 。 

。 " 。 ， 。 掛儲 " 業 。 家 "'" 。 樹 。 " 。 " 、 " 。 " 。 麻 '""""'" 。 '""" 。                                               
。 "" 勒 。 。 積窩鞄 " 取り組 " 。 い 。 "" 、 矩 '" 本 " 嚢 。 。 '"" お樹。 ' 。 '" 。 。 " 助 ㍉ 本 " に 、 濫 ""' 。   米掛学 志向 " 。 一 トアップの模倣 だ " がバイ " べ 
" 。 。 "'" 。 "" 。 "" 。 """   " 。 """ 。 。 一 %"""" 。 " 。 。 。 " 
㈱ 未 " 曲物 " 獅は、 長 蓄積 。 "" 糖質。 " 。 。 "" 。 含 '" け一 """ 。 。 、 微 。 物 "" 薬 " 食 """ 蓑 " 。 """" 。 " 。 ' か唆臨 。 "" 蝸昔 。 
" 。 。 い 。 。 糖 "" 。 一 。 。 '""'"" 移 。 ""   " 。 ぬ脱 " 、 " 且 。 、 "" 産性 。 '" 。 " て 。 。 """"" 。 湖 "                             
研 """ 組 " 。 " 「 "" デ "" 軽 " 。 貯 " 。 '" 。 " 卸   一部の狙 措弼廉繭 ' 者が考えたマニアックなアイデアが、 開発話 擬 皆を経て多くの 専門 
家を巻き込み 具 榊勺 な事業として 変化する 榊跡モ アイデアの 鰯 として考える。 当劾ヒ プロセス -% ま 、 アイデアの萌芽 勅 にはノウハウ・ネットワークの、 アイデ 
アの成熟期には 知職 資本主義の各視点が 適している。 また．ベンチヤ 一が アイデア 蝶 化を担う捺には、 科学受 托及 U 繍ヒ での両方のリスクを 管珪ナる 必要があ る。 こ 
。 " 。 、 。 "'" 。 " 。 管理。 "                                                                                   
WEBl@it 、 @@@ ， Y- " 、 ' 木 " バ 。 " 産業。 課題』 材弱 '"" 。 "" プ 。 経営．。 " 寸榊材あ 乙 ' 物 "' き 研究所の "" 活動な " 。 
基づき再検討し、 ，ツ オベンチャー ることにあ る。 

1. 日本のバイオベンチャ 一の概要 

1. バイオベンチャー 赳 化の枠組み 
(1) アイデアの普及プロセス 

㏄Ⅰ 甲 er& レ m 。 r " ㏄ " 。 " 。 ""' ハむ "" 。 "" 。 " 。 。 """"" 。 """" 。 '"" '" 。 " 源 """ 巌 " 濡 " 均 "" 、 特許。 "" 。 """"             
投資分業 相級化 " 。 " 。 取引 "" 、 。 の低下 力甘旨宙 ' ね 。 ぃ " 。 " か ", " 。 投資家 " 肘 "'""' オ 管理 " 。 。 。 " 。 分散せざ。 を得ない主因 ' い 。 。                       

アの 標準化する進化プロセスが 見落されているよ う に思われる。 

(2) アイデアのコンテン、 ソ ・取引 形悪 による 定 帯状態での企業形態 

M.  Porter  (2000)  (TWs@nWWSI@@.  y@@-@@-                                                                                   資本市場。 " 。 評価。 基礎。 "" 
企業を理 思倹 としている。 しかし、 そのような ま 本当に能事 的 であ ろう れ なぜなら、 資本市場から 資金穂垂可能な 自律した開発型企業は 、 ぜ 篆から 絶 
えず各スポットでリアルタイムの 評価を受ける、 標準化されたアイデア と fiS@@r ， fcSo@ ， etu@L 、 @ij@K@m@ ・ ;@@ ， @>@=-7y 

。 "" 。 """ 樹構 " """ 雛 " " 沸 。 。 """"'"" 。 " 。 " 。 専門家のノウハウを 結集したネットワーク ヵ泌硬 となる。 例えば、 ベンチャ 

一 "" ヤ 。 。 り " トも 、 。 り 以前の。 " チヤ 一 投資。 は、 り ' 。 イソドけ も " トナ " 。 " ソプ の 櫛現 であ る ' 。 午 という長期的な 観点から、 他の ' で との。 " 。 ケ " ト 。 
"" ポ " 。 " ォ '"" の '" 。 分散 " 技法。 " 。 な " 。 、 新ア " デ "" 事業 " 。 推進 "" 。 い 。 。 以上 " 論点を踏 "" 、 " 。 デ """""" ッ 。 " 識 " " 。 " 。 。 、 " 。 ヂ " 
の 取引形態を市場，ネットワ - クに分け、 特定時点の定常状 悠 での企業 形熊を分好すサ 目抵知旛                         ノウハウ・市場には 独埋 サービス支援 企 
業 、 知識 " ネッ 。 "" 。 。 " 提携型専門企業、 。 " 。 " 。 ハ 。 " ネ " ン 。 。 一 。 。 " 開発 型 "" 。 ヤ ""' 詰 企業。 各 。 " 応 。 能 。 " 。 。 但 " 、 開発型 """ 。 一 % 詩 企業。 
". " 。 ハ 。 。 種類 " 、 " 学 技術 対 " 楊 """" 。 。 質的。 " 。 " 。 

" ㌢ ' " 。 デ """""" ッ """ 形態。 " 。 "" 状館 。 """ 形態 
アイデアの "" テ "" 

" 職 ノウハウ 

アイデアの取引解 悠 市場   独立 " け "" 。 " 支援 "" 
ネットワーク laisswHk@ " 発整 。 " 。 。 """ 。 。 " 
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。 " " 嫡嫡 
" 欧 " 。 。 " べ " 。 。 。 " 多 。 " 、 大学 宰 " C@lv O@ ， 。 W@ ， S 、 z@@7*@K@@ToAKoroberg@ (1995)@ (t 、 DNAX 。 基 。 " 、 基礎研 
" プッ 。 ュ型 "" 。 ャ " 。 " 。 " 塀 "% 簗描 古ヨ 芭力を 強滞 ' " 。 い 。 0 " か " 、 " り " べ " 。 。 せ Ⅰ 移換 嚢 '" 。 " 、 力学 発蝸 梵志向 " 。 " 。 "" 刀 " 、 商 。 " 。 " ポ " 
ト " ォ リオ 案 ' 。 " 。 。 。 なねち、 創業 '" 。 。 科学 技術の開発。 " " 。 ' 、 " 。 一 。 " ッ " 対 既存 穏軒 *" 簾 "' 綾化 '" 。 " 。 分けた場合、 高。 " 。 " 科学 志 。 " 。 " 。 
""""" 。 """   一 。 " 。 。 "   。     " 。 "" 一                                 べ " 。 。 "' 、 轡 " 窩 。 " 。 " 。 """'" 。 """"", 

"""" 。 """ 、 "" 。 低 。 " 。 。 対 3 栃甜向 既存 粗穐 再編型 '" 。 " 単一 "" 。 。 "' 。 分お ' 。 皓 。 " 。 0 例 " ば 、 科学 き 。 " 。 " 。 "" プ "" 。 は ' 一 " 
" 。 """" 。 "" 。 """" 。 """""   " 学 " 一 "" 。 。 "'" 。   """""""""" 。 ""   "" 。 。 。 。 " 。 。 。 メ汗究 "   "" 。 " 。 " 
トアップとしてはエイジーン㍼の 成果 笹 理会社としての、 ㌻ンケア研師 折 、 そして輔窩 旬既一 ベンチャーとしては 卸宋一 トビスから DNAA 抽出装 
置 開 " 。 専業転換 "" 廉 " や． "" で扱 う 林原生物 " 摘 初代表例 " 。 挙げられ。 。 
msr-2 w@-uBmt@'@@@i@assm     

開発リスク 

  科学 田術 

スタートアップ 大学 " 。 ぬ緬発べ mt " 。 。 一                                       iffiifs@y@ 

コンソーシアム・ベンチヤ 一 一 。 " 。   '" 既存粗織。 " 福 

" 稿で ". "" 。 " す 。 " 棚 。 け " べ " 。 。 "" 特 ""'" 。 、 榊原 " 物 ' 一 。 "" 。 、 蕃使 " 。 酵 " 技術。 " 礎 。 、 " 飴 """" 。 。 バ 。 " べ " 。 。 """' 
闘に成。 """"""" 。 " 対 す。 。 

2. Q@@@@SSffVW 

(1)  , りォ 産業 

JBA  W  2001  @@9@@<-r  @SSSh """'" 、 回を。 ま "' 。 社 "" 。 国 。 '"" 牛皮の 苑 " 総額 "'"" 何億 " 。 " 。 。 充 " 。 " 。 。 。 ". " 要業千動           
食 "' 。 ． 1% 、 " 薬 " 瀦 '"E 療 " 具 "a% 、 化成 "'. 鋤 ' 、 食 " 関係 '. 。 %   '.'" 馳 。 " 。 。 欧 "' 異な。 、 " 薬 。 "" 。 食 "" 主流 ' 。 ' 結果。 " 
っ 。 い 。 。 業界 靭 。 。 、 生産 " 程 。 の田紳 用 。 """" 食 " 擬囲め 、 医薬 "" 断 " 医療用具。 ・ '" 、 食 " 撰係 '" 拓、 。 城 " 。 '. 。 " 。   i.o%(73@iaa;ML   

研擁佛発 。 垢 。 Ⅱ " 。 ェ 。 。 " 、 医薬 " 診断 " 医療 " 具穏 ． 幼條 ' り九 "' 。 ・ 8% 、 食品 '. 弼   2.0%% 。 へと変化する。 次に 、 ゑ品と医薬品・ 珍柄 薬 ・医療用具 

との 2 大業種に注目して、 難問。 市 l 月 3% 椅 タイプを 牡 すると、 食品 """ 、 従来型の発酵 " 培養 " 変異 磁術が ㏄ " 瞬 "" ト ル ド "" 。 イ テ " 。 が大半を占 " る 。 他方   
医薬品，診断 薬 ・医療用具で 可ま、 か一 ルド   / くィ ・オテクの 従艦 ，培養・ 変一が ㏄・㏄ 4 と第 1 位ではあ るが、 組み 摸え DNA215% 、 ㍾ 合 ・培養、 染色体 
操作，組織 吾養 、 動物クローン 技術 飴 ． 2% 、 バイオリアクター 11.4% とニュー リく イオテクの 拐尤が計穏 ， 2% 拓になる。 こうして、 ， Ⅴ・ @a 産業における 湖水準を高めるには、 

業種として食品よりも 医薬 ワく イオ活動ウエイトを 高め、 さらに医薬 艶村 での 一ナ丁 屠の活用・開発が 必要であ るよ う に思おれる。 そのためには、 日一 
にみ 。 ね 。 " ぅ 。 、 。 本 " お " 。 バ "" べ " 。 ャ "" 増 。 。 ' 、 産官学 " 推辞。 勺 " 開発分業 " 求 。 。 ね 。 。 

(2) ベンチャー 

20 ㏄年 5 月現在の皿 A 認査 によるバイオベンチャ                   ると、 圃練めネ め、 糠 技術 血 7 ネ廿 、 バイオインフォマティック ス ① 8 ネめ 
の 一衛㏄． 6% 、 医療ラウ ソス沖櫛 、 鰍音榛の 1 繊 ．研究機器・ 群謀 47% 、 DNAA チッ 力 11 糊 町医療ツール 幻 ・ 2%. そして、 食品 酸 7 社， 研榊財祖   
aW4sw                                                                                                        一 全体。 対象 '""3 支術力 。 楠輝ナ 。 "" 。 大学 "" 一 ' 。 共同研究。 酎す 。 
日経 "" 。 ャ " 。 。 ネ " 。 舞 "" 切 。 " 。 一 "" 、 実 " 済 。 。 ・ "" 、 "" 悔 ・ 辮 " 、 諦 " 中 せ ・。 '" 。 含む " 佐伯 届 " 舘 "" 。 、 機 "" 村 " ば 望 " 。 '. 。 。 0 、 臆 。 
あ り 佗 0 ． り 0 を含む 肘む 舵は禰． 5% 、 そして 臆巳ガよ しの 無歯し 藩は 12.6% となっている。 鯉む 藩のクエイト @ 臆 、 ものの、 他方で、 まだ具体的には 功力な、 接心 届の ウエ 
イトも的 % 近くを占めている。 加えて、 ベンチャー全体が 貸金台 眠ょ 自律化を目指す 最も由 b な力法としてⅡりが 挙ナ られる。 ベンチャー 開 意欲は、 鷹 ・ 5% が 5 
午 以内に、 その内。 囲 @ 数にあ 。 たる 21" 払が 2 年以内。 公開を目拷すと " ている。 さら。 鈎 ・。 % 。 辞去 弗荏 ㍼ ア 公開意欲を持つてい。 。 " か " 他方で．外部の "" 。 " 一 
ルを 嫌 '" 思われ。 届も "" が い。 。 """ テン イ オ ベ " チャ。 の高度化の " 甜 切幣 " られ。 もの " 、 賢一 "" 菱建 """ 。 """ 。 """ 。 
力弔 ' える。 故に米国型の 隷 知 資本主義とは 異なる形態を、 林原生物化獅の 事例を踏まえ、 検討する。 
'. 材源 。 ル 。 " プの経 " 

林原。 ル @ グ " 、 岡 "" 。 本社を置。 ㈱ 機京搬社 '", "t 肋 " 。 構戎 され。 。 % 弱 " " 鱒貴 asc= 端 。 "" 、 。 ル """ 、 " ル 。 HJ""" 、 。 1@"a""" の 
糖質 を蝸甘チる 食品 側俺業で " 。 。 。 ル @ プ。 " " 弱択喘京 " 物 ' 一 を含む "" カレ " プ "t " 都 "" 。 ュ '""" ル 。 きむ 。 ネ 。 ""' 。 """ プ ' 社 、 樹 。 。 然 
科学博物館を 含むメセナバル @ プ 3 を 七 そしてハヤシバラ・インターナショナル・ ホ 一八 々  。 イング ズ を含む 沸 占法人 2 社 : から 騰 成される。 
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1. グル "" プ 経営 

(1) 沿革 

18 ㏄年に創業し、 1 品 5 年に酸 麦 2% りこよる水飴の 漸 製敬 19 品年に 酵辮ヒ 法によるブドウ @ 二業 ィは こそれ 召弔 した・ 1 ㏄ 1 年に 、 父 ぬの前社長死去に 伴 
ぃ ・が原健 氏が附張に 勅任した。 食品 係の主要技術として、 M 1968 年 4% 法によ る 萬 純度促り %) マルト一スー 197 ほ年に フ ルランを 碑暁 発した。 また 
1 鍍 4 年にトレ八口一 スの 安価・大兵生産技術の 開発、 翌年、 国内発売を、 そして オ xX) 年に カ 一毛 吋 鞭虫製造・販売 構の ライセンスアウトを 行なった。 ユニークな開発 

例 として @ 苗 1%S 年に虫歯になりにく 時轄 「カップリンバ・シュガー」の 職ほ、 1 舘 0 年に新 夫姦そ 定型ビタミン C の 一ぴ ビフィズス苗を 増殖させる乳化オリ 
掬各開発を行な。 た 。 辮係に " 丼、 ては、 '" お 年に "N など一世均質のエ ーを 開発し、 1 日 8 年に IFN 一 0 及 び円 ㏄年に IFN 一 y の各製造 承 
認 。 " 厚 "" か 。 " 得 " 、 " 製薬 摂 " 持田製薬。 。 " 売り " ""' 鰍午 。 。 。 。 " デ "" 。 ' ン 製造 " 酵素 " 臆 " 。 " 許 。 "" ハ ', 。 ィ " 。 。 、 1999@ 年にはヒト疾患の 
" 襄 " 。 ""'"" 田 "" 。 貯 " 。 " 許 。 "'" 。 " 。 "" 。 し 。 。 " 。 " れ 。 " 供 。 "'" " 。 " 。 、 " 飴 。 "" 蒲 "' 。 " 。 酵素 " 。 " 。 。 "" て 、 医 名品 3 再発にも あ 成 

功 " 。 い 。 " 、 。 の背後 " は、 蝦 何年の 棚 京物化 獅 、 ' ㏄ ' 午 ㍼宛所、 ""5 年㍼ 宙 "" 。 ニ ' ㏄ ' 年の吉 投薬工場 臆 " 研究所の 各投 立という 胡筑朋 
舞茸 "" 姿勢 " 。 。 。 '" 。 。 

。 " "" 。 ル """"""" 
， "" 。 """" の " 菓 。 事業。 は 、 食 " 素材、 医薬 "' "' 弗 灘 、 緩性 色素 友 一発 " 含 " れ 。 。 食 " 素材。 @ 大命 焼 以来 蓄田し " 酵素ノウハウによって、 デン 
プン等から。 。 "" 一 " 、 マ " チ ト一 "                            高村九班 彊 糖質。 " 発 " 蛾宣 " 。 い 。 。 医薬 "' 糞桁訪講オ "" "N 、 安定型。 。 '" 。 、 点滴液用糖質な " 
。 蝸俺 " 。 い 。 。 棚田 " 色素。 。 "  光 " 熱な " に。 卸転す 。 " 学 変化を桔 報 記録 " 麦粉 野及 胡兵 ' ぎ " 鞘 分野合 芯 ; 用 " 。 いる。 。 %% 発 " 苗 え岡山．大阪。 沖 内などに 
" す 。 。 画 。 持 。 。 。 。 。 " 。 業 。 支援。 。 "" 鯨 。 "" 。 、 籠 。 " 販 "   @s ・ @@ w@w 、 @7r@:@>frtb@aL ・ c@ ， 5<>@ *fc 、 :@aisai 

の研筑祐発 には、 新地探索を日 肘 生命科綱、 滞 科を扱うエヌ・ケイ・アール、 そして生命科学と 光学色素を扱うめ 原生物 4% 簾ま 存在する。 貸本 

として、 中堅企業 グ乃 （ " プ ではあ るが、 一部の公開企業を 除き、 家業による非公開株式会社の 形態をとうている。 その結果、 狙 め酌な研 胡乱発が可能とちっている。 

'. 林原生物 " 獅 " 経営 
"" 。 """   。 """""""   。 """" 。 "     一   "" """"' 。 。 " 。 " " 。   "" 。 "" 。 "" 。 

行う脇方 03 冊 新と 、 ヒト血球由来の 簗 冊 色を 牡ナ 6% 包 センターがあ る。 ここでは ノく イオ マこ直士封 55 きする㈱ 8 センター と鞠弄を検杜 する。 

(1) センター 

                    細胞の甜。 "' 朽 。 """" ズ " 。 基礎研究                                       " 。 ""'""' "'""" 一 。 " 一 。 
"""""" 。 ' 晩 。 " 。 "" 。 。 。 " 。 """ 俺 ' 。 """ 。 。 。 宙め " 砲 "" 。 。 " 、 。 " 篆茉砲 。 。 ， "" 、 。 。 。 """""" け """ 。 '"""" 。 。 。 "" 

。 。 ね 、 " 。 " 球 。 来の細胞 '" 。 。 " 世界一の規模。 誇 。 ' 。 う 。 "" 、 細さ "" 。 。 活 """ 明一発 " ヱ "" 。 ッ " 奨学制度」で 苗 。 血痢リンツ頭の 基礎 
研究 好華 " """ 。 取得者。 """"'" 。 。 " 。 "" 。 。 。 。 """ 。 " 細 "" 研究 """ 動 。 " 。 。                                                                 

  " 辮 。 
F" 土産の企画 " 時 、 既在方海 " 対 "    一資 、 能率の通点か。 、 新た。 ン仏 " 。 一体内。 活 " す 。 " 。 " 砲 。 。 No 増殖法。 独自。 開発 り ㌦生体内㏄ 酵 
@.@@/@-fr@@- ， tM'@h@@.@BaS+'B@Krort,@<Wa:t;J:oT,@ IFN-o@@@y,@TNF@<0@@@&I@S(755gX.-@te)S"r@(@-3 ， C@-5o@@@fe@lJ               

  " 一 """, 、 生産 ル "" 。 " 。 轍 "" 。 "": 、 ; 。 転 """,""" 。 。 補冠 。 :" 。 一 """"""""" 。 " 。 。 """ 、 " た 。 。 揖 。 、 " 。 ， 
"" 紹 。 " 。 " 。 """"" 。 。 '""" 、 " 。 襯 " 。 """ 。 。 '" 疾 "" 櫛 " 。 """ 。 。 " 。 。 。 。 一 "" 則邸 "" 。 """ 。 " ㏄ " 。 " 。 。 
棚京 " 物 "" 研 。 """ 、 "'" 。 蓄 "" 。 。 " 酵 親好 ' 。 " 。 。 地 " 。 "" 。 """" 。 。 ㍾ "                         
". 。 "" 。 捌 ' 獅 。 '" 開発 
"""""" 』 獅 。 。 """""" ㍾ " 、 " 。   " """"" 。 は ，轍 ""","   一 " 。 ""   """ 。 """"" 。 " 臨 " 。 "" 。 
@wa@i@@w'fcffia@F%,  @@sss@  t  @@fllaawlR@.@@@f.tea(B8-<@?w&.              "' 一一 """   一 """" 
や、 中でも 國 。 としてのタンバク 質の開発をしている。 

'. Ⅳ " 生 方法 " " 開発 
されているが、 僻村く発見し 同社が同定した 新規物質にⅢⅡ 8 があ り、 援琵 、 疽 、 白磁患など 似 医薬品として 期待され、 米国企 穏 

に ライセンスアクトされている。 また、 IFWN は、 1 第 4 年にウ ィノ レス 卸車 厨子として長野らによって 発見され 1%0 年代の 一え 法によって 頑 Ⅰ可能となっている 
が、 同社で ' 卸榊 弗を少なくするため。 敢え 。 天然型 "N"0 " 母を笛 発 "' ムサブ養わ ち、 "N は、 坑 ウイルス・一揃、 免蓑宙 南一を持つと 考えられてお 
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。 、 同社 刊珊 """ 月 我等の 泊拐 。 兼 '" 。 笘 " さ " た ） "" 、 p""o" D " y"'"" 力 ' 。 " 。 "" パ 。 竹の ' 次柑 面目 " 由 。 " 。 " """"" 。 。 。 "" 。 " " 
伝 粗 " 。 棋 " 大鵬 苗を " い " 方法。 は、 臆 鞘部分ができな。 の。 対 " 。 、 " ' 細胞℡。 ㈹増殖法。 は " 能 。 あ 。 、 "m 等の "' に櫛 ' 生榊棚刮生 。 ' 。 。 % な サ " 。 
"" ソ Ⅲ " 不可欠な方法 ' いえる。 同社が "N" 。 開発 " た，ハ "" 。 一 な " 。 た " 。 細胞 " 。 № '" 。 、 " 。 生体内で '"' 枯造 の多種 "" 。 。 """" 
" 生 " 可掛 " " 。 拠 """ 。 容 " 。 坐 " 何 %" 、 一 "" 用 " 、 "' 。 一 に 高価な ヰ 仔 =B& 血清 " 。 " 。 の 更生 不 " 。 """"' 。 ア "" め 容易 
性 ， 噺 "" が。 げ 。 れ 。 。 。 で。 、 " 。 " 砲 """ 増殖海 " お " 。           岡寺 """"" 。 " 。 。 "" 。 得 。 """ 。 " 姦 """ 、 

BALL-l@@D@@B@ ia@@BS ， fflfS@ 、 IFN-afeTNF-a 一ナ 几抗締 用のアフィニティ " ク " マ トバラフィーを 

採用す。 ' 純度を商 " 。 "" もで。 " 。 。 本の "N 蜘窃 " 、 伎世 肝炎の ""c 型 て頭著 な効果が " 。 、 一樹生白血病、 伎性伯使性 白血病な " の席末 応 

用 も行 たオ している。 IFN は、 胃腸 で 分解されるタンパク 質のため、 筋肉・ 披脈 注射されているが、 経口投与や用 皿 低減による患者への 負担緩和が研究されている。 

      @@mff@sEp@@@ Ⅰ @:7>ff)w% 

1 型 アレル キづ舌 アレルゲ こ 初棚 卸こィ寸 き、 梓 拒 め にあ るヒスタミン ヵ汐 Ⅱ こ 出て喘息・アトピ 棚 等を引き起こす。 他方、 アレルギ掘 "   ' が """ 。 
する花粉症，喘息の 患者に対は誇 犬 を軽放させる 方法として知られていたが、 付 弛みが 円月であ イ っちところが、 1%9 年に、 白井・松橋は、 参椅 体 プルランに、 アレルゲ 
ンを 結合させて クス を 俺受 すると、 晦 G 抗体は生産されるが、 lgE 抗体は生産されないことを 発見した。 また、 スギ花粉症の 主要アレルゲンタンパク 旬 丸麦 枝 らによって、 
SBP  は u 珪 ㎏ 蕊 p 巾め n) として 柏 製法も確立されていた。 こうして T 細胞 は 、 サイトカインによる 免疫 託笹 作用の結果、 工一 18 や IFN 一ノ によって 丑 11 に、 田一 4 や 
田 "' によっ。 咀 " に変わる " とが分かっ。 き ' ㌔ " か " 、 バ """ が崩れる ' 、 丑 1' ではリューマチ、 器官特定の自。 一 Ⅱ " 。 は " 。 ル 。 一 、 全身的な自己免 
疫疾患 "" 。 。 "" 、 "" 。 "  L"' 、 T""v"" 。 、 他 " 、 n" 。 "  田 " 。 、 山 " 。 。 " 。 分泌 す 。 "b"fiw 。 り 。 。 。 。 故 " 、 " 田 。 多糖類 プ """ 。 結 """" 旺 
一 プルラン @ よ ㎏ E に関与する 丑 めを抑制し、 ㎏ G に関与している 田 11 を増強するため、 アレル㍻ 発 能力が低いと 考えられる。 この歎で使われた フ ルラメ ま 、 3 個 
。 。 """" 。 。 。 。 " 。 。 "  か "" 。 撒 " 結 。 "" 。 """ 舞 。 、 " 。 " 雙 " 。 """ 酎 。 。 漸蜴 ，                         このように   

"" 、 あ 近 " 案 " 。 " 。 。 独 "" 。 。 囲揃眠 ' 解 "" 行 '"" 。 。 。 。 

結び 

wns@ww@ ， t 、 ataLftgiat/@@@@@@aaa@@ @o@@E@ ・ (@@@@@ ， tWS 。 ， ， ewr@lJ" @@IFNBBB@fo 、 ttSl: MWSmwoia 

殖 法の開発 や S 田 - フ ルランを通したアレル ーこ おける 糖 ・酵素 / クハウの 甜 生からも うヵ がえる。 すな む ち、 諾甘卸 こ面 雛 りな 新い蜘 @ 見 だけでなく， 礒 的な 
糖 " 酵素の " 。 ハ 。 " 地道な 蓄祇 " 同社の鏡手力 " 源泉 " な 。 て 。 。 。 

。 。 " 鵬 、 材明 ' 生物 ィ 一の事例。 は、 立地り 観 " か 。 は 、 " 胞 。 " 。 " 。 お。 。 。 部 " 。 関係。 含 。 、 林原の午睡 '" 
  6 々  、 ッ トワーク 形 沸こ日頃 から努力している。 また                     岡山市内開発 諦 面などで立地の 魅力向上の必要性を 
長の機能として、 外部に向けた pR よりも、 恒弗的 な成果が 祐 耕 こ 出てくる 仕穏 みづくりに背後から 腐心している。 例えば、 プロジェクトの 費 任は社長が負うとして、 社 
具 が - 居高リスクの 執み 4%BS8 できるお 風土に心が 丙 枕 ている。 暇こ 、 % 分 Mq@ 古 外部㏄投資 家掘 されず、 独自の試み遊行の 自主我女 を稚 拝するためとしている。 
-aTt 主 """ ポ '""" ト                             -&@@;@@W;@@@@@@S;@aSgR@T@@@&@@<@@@co-o@''@x.@@>o  L-.@@.  BAoIRJ@@t@-M-'@'aieco@S&fcig 

反 することで 一 居、 他社とは異なる 不思議な魅力を 醸し出しているよ う @ 目る   " " 赳 " 。 学 " 。 " 。 "'"""""'""'" 。 " 形 " 。 " 援 " 。 。 
は弔時切か 。 "" な ' 、 む " 。 、 醜拡噺 "" デ "" 、 確 "'" 尭 」 (::aLfcTt?a@3rcW ， e< 、 W@i&a@s ， h@y-@lr 。 t ， SaSg@@@Sffi@@@@@r$fcS* 

" 適 " 。 い 。 。 そ 。 捺                           蕃舐 """ 。 ハウ。 科学的知 " 。 昇華させ " 媒介 "" 要 。 あ 。 。 
すなわち                       " 一 。 "" 。   " 一 ""' 。 。 。   " 。     " ノウハウをも 含めた独自の 匝 靱巌 @ イ チア を、 専業 ィはこ 

" 。 。 " 。 俺源 の敷な 管弗 。 で " 。 台鋤 " 焦思 決櫛 重要性が挙げ。 れ 。 。 """ ぅ " 視点 '" 新産業自 肘 ' 。 "" 。 @ ヤ 、 大学 発 。 " 。 。 。 支援 "" の 計 。 吃勒 ' 。 
。 考は ' ね 。 " 。 。 " 。 '" 柿 。 。 

参考 " 漱 
㈱ """ イ " 。 """ 協会 南 "  ' 年度 バ "" 産 宙 J2 ㈹ 1 午 。 

Gompen,p.Agt81., 皿 。 " ㎞ oyoflpVention,HarvardBu'siness 軸田 """.2 ㏄ '. 

""" 。 " 「 """ 櫛に " 。 """ 。 ""' " """"'""""""" 。 。 。 " 。 。 "" 。 "'" 。 "" 。 ""'""'S" ' 。 "' 。 " """"" 

K 血ぬ憶 ， A, Ⅱ 118 臼 舟あ nH 甜舌 U ㎡㎎Ⅰ七 % ぬ 丸打㏄ R 俺ぬ ， 1995. 
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